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査結果から考察しており，ナカネは＂川幅の狭い
山地の源流部に生息＂すると推測している．本種
の確認地点は，吉富・林 （2019） が推測したナカネ
の生息環境と類似する環境が見られた細流の下流
部に位置していることから，上流側の細流内には
本種の主要生息地が存在する可能性がある．
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図 1．石川県産ナカネダルマガムシ．
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